
トップエスイー：サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム
文部科学省科学技術振興調整費産学融合先端ソフトウェア技術者養成拠点の形成

トップエスイー

～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

トップエスイーソフトウェア開発実践演習

トップエスイー サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム

在宅社員

出社社員

会議を実施する

<<ホストによる許可>>
資料を共有する

音声を共有する

カメラ映像を共有

する

<<extend>>

<<extend>>

スケジュールを共有する

チャットする

外部顧客

バーチャル会議室
を作成する

会議室URLの連絡

<<include>>

社員の現在位置を

参照する

<<extend>> オフィスに出社・

退社する

<<extend>>

• メンバでのブレスト
• ⽂献の調査
• アンケート

• ペルソナ分析の作成
• ユースケースモデルの作成

• ペルソナ分析とユースケース
モデルから獲得した要求の
妥当性を確認

要求の検証要求分析要求の獲得
課題の具体化

To-Be
獲得

要求の検証要求仕様化要求分析
新在宅勤務システムの具体化

• フィーチャーモデルの作成
• ペルソナ分析の作成
• ユースケース分析の作成

• 配置図の作成
• システムバリエーションの作成

• コミュニケーション図の作成

システム
提案

新たな生活様式における
あるべき在宅勤務システムの提案

NECソリューションイノベータ株式会社 猪熊俊夫
NECソリューションイノベータ株式会社 林靖晃
日本電子計算株式会社 杉岡諭

要求獲得および提案の具体化

評価と考察

背景と課題 手法・ツールの適用による提案

COVID-19によるパンデミックを背景とした
在宅勤務のメリットが再認識されている一方
で，開発業務，業績評価の方法，労務管理
や健康管理，プライベート/パブリック両面に
おけるコミュニケーションの取り方など，多岐
にわたる課題が生じている．

要求工学の手法を適用．
従来型勤務（AsIs）においてはコミュニケーシ
ョンロスについての要求を獲得した．
新在宅システム導入後の勤務（ToBe）を各
種モデルで分析し，IoTによる出社型勤務と
在宅勤務の仮想空間上の融合をモデル化．

在宅社員

出社社員

会議を実施する

<<ホストによる許可>>
資料を共有する

音声を共有する

カメラ映像を共有

する

<<extend>>

<<include>>

<<extend>>

[UC03]
手書きホワイト

ボードを読み書き

する

<<extend>>

ディスプレイへ

タッチペンで書く

チャットする

アバター映像を共

有する

パソコン作業をす

る

バーチャルオフィ

スに出社・退社す

る

バーチャル顧客保

守室に入退室する

バーチャル会議室

を作成する

提案：WEBどこでもドア

社員の現在置を参

照する

ルームを作成する執務室を作成する
<<include>>

入室できる部屋を

参照する

<<include>>

入室可能な社員を

決定する

<<include>>

システム管理者

バーチャルオフィ

スを管理する

バーチャルオフィ

スを作成する

会議参加者を決定

する

<<extend>>

<<extend>>

<<extend>>

外部顧客

ターゲットはまずはスタートアップ企業

ロールモデルを確立後、各方面へ展開

入退室する

出社・退社する

[U02]バーチャル
執務室に入退室す

る

オフィスに出社・

退社する

[UC01] リアル部
屋に入退室する

 バーチャル部屋
に入退室する

[U03]バーチャル
会議室に入退室す

る

<<include>>

<<include>>

<<extend>>

バーチャル位置情

報を更新する

<<extend>>

<<会議室のみ>>
<<ホストのみ>>

音声から自動で議

事録作成する

手書きメモをPDF
へ加工する

<<extend>>

<<extend>>

<<ホストのみ>>
Officeファイルへ
へ自動変換する

<<extend>>

タブレットで読み

書きする

<<extend>><<extend>>

<<会議室のみ>>
<<ホストによる許可>>

録音する

<<extend>>

来客の受付

<<include>>

バーチャル空間上での

動き

リアル空間上での動き

融合空間

ペルソナ分析により要求を獲得．
獲得した要求からToBeユースケースモデルを作成．
ToBeユースケースモデルから新在宅勤務システムの特徴を具体化し

フィーチャーモデルとして構成．

•評価方法
1.獲得した課題に対する提案となっているか
AsIsペルソナを新システムにて適応・分析し課題の解決を確認
2.実現可能性があるか
コミュニケーション図と配置図を作成し，システム構成を具体化
して確認
3.目的のために採用した手法は適切だったか
当初検討したプロセスを実施することで目的を達成できたため，
目的のために採用した手法は適切であったことを確認

•課題
1.ビジネスモデルの検討
顧客セグメント，成長戦略の検討，SLAのテンプレート化
2.評価指標
定性的評価，定量的評価について
3.前提条件の解決
ハードウェア要件，ネットワーク要件等

ハイブリッドオフィスシステム
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AsIsユースケースモデル ToBeユースケースモデル

配置図

コミュニケーション図

フィーチャーモデル

 : 在宅社員

Hybrid会議室Hybrid執務室Hybridオフィス

1: Hybridオフィスに出社する()
1.1: 所属を確認する()

1.1.1: 所属に従い入室可能執務室を返す()

2: Hybrid執務室に入室する()

4: Hybrid会議室に入室する()
4.1: 使用中か確認する()

4.1.1: 入室可否の決定()

2.1: アバターを着席状態にする()

3: パソコンから離れる（離席する）()

3.1: アバターを離席状態にする()

3.1.1: [XX分離席状態を保持] アバターを退室状態にする()

 : 出社社員
リアル会議室リアル執務室リアルオフィス Hybridオフィス Hybrid執務室 Hybrid会議室

1: 出社する(カードリーダをかざす)
1.1: Hybridオフィスに出社する(社員ID)

2: 入室する(カードリーダをかざす)

1.1.1: ユーザを出社状態にする(社員ID)

2.1: Hybrid執務室に入室する(社員ID)

2.1.1: アバターを離席状態にする(社員ID)

5: 入室する(カードリーダをかざす)
5.1: 入室する()

5.1.1: アバターを入室状態にする()

5.1.2: Hybrid執務室から退室する()

5.1.2.1: アバターを退室状態にする()

3: パソコンにログインする() 3.1: アバターを着席状態にする()

4: パソコンから離れる（スクリーンセーバ）()
4.1: アバターを離席状態にする()

4.1.1: [XX分離席状態を保持] アバターを退室状態にする()

6: [友連れ] 入室する(カードリーダをかざさない)
6.1: 入室する(アクセスポイントIP)

6.1.1: アバターを入室状態にする()

入退室管理システム

ハイブリッドオフィスサーバーシステム

入退室管理サーバー

入退室管理DB

認証システム

認証DB

1
1

認証サーバー

ハイブリッドオフィスクライアントアプリケーション

オフィス描画機能

入退室機能

アバター制御機能

コミュニケーション管理

ホワイトボード機能ビデオ通話機能 チャット機能

*1

11

カメラ マイク スピーカー 手書き端末 キーボード

1

1

11 1
1 1

1 1
1

ディスプレイ

VRゴーグル

カードリーダー RFIDリーダー

1..*

1

1..*

1

位置情報管理APサーバー

位置情報機能

位置情報管理DBサーバー

位置情報DB

フロア管理APサーバー

フロア管理DBサーバー

フロア管理機能

フロア管理DB

ユーザー管理APサーバー

ユーザー管理機能

ユーザー管理DBサーバー

ユーザー管理DB

アバター管理APサーバー

アバター管理機能

アバター管理DBサーバー

アバター管理DB

コミュニケーション管理APサーバー

コミュニケーション管理機能

コミュニケーション管理DBサーバー

コミュニケーション管理DB

ハイブリッドオフィスクライアントAPサーバー


